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富
浦
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
さ
ざ
な
み
」
の
各
グ
ル
ー
プ
が
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
「
び
わ

茶
房
」
で
す
。
「
び
わ
茶
房
」
は
、
地
域
の
人
が
気
楽
に
立
ち
寄
り

話
し
合
い
、
情
報
交
換
等
が
で
き
る
居
場
所
の
１
つ
と
し
て
、
育
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
時

:
毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時

30

分
か
ら
２
時
間
ほ
ど

場
所

:
元
気
倶
楽
部
の
交
流
室

内
容

:
挽
き
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
に
お

6月9日(木)

多くの参加者で

賑わうコミュニテ

ィーカフェ「びわ

茶房」、元気倶楽

部にて。

菓
子
を
付
け
て
１
０
０
円
で
提
供

お
菓
子
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活

自
立
研
究
会
（
富
浦
作
業
所
）
の

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
ま
た
は
ク
ッ
キ

ー
を
提
供
。
多
く
の
方
々
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
程
の
都
合
で
休
ま
せ
て
頂
く

場
合
も
有
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

は
、
富
浦
地
域
づ
く
り
協
議
会
事

務
局
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富
浦
保
育
所
の
園
庭
で
し
ゃ
ぼ

ん
玉
や
か
ざ
車
で
子
ど
も
達
を
遊

ば
せ
ま
せ
ん
か
。
七
色
の
し
ゃ
ぼ

ん
玉
を
み
ん
な
で
飛
ば
し
ま
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
親
子
で
富
浦
保
育
所
に

遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

１
．
実
施
日

:
６
月
、
７
月
は
日

曜
日
と
祝
日

(
７
月

17

日
は
、
お
休
み

)

２
．
時
間

:
午
前

10

時
～

12

時

3

．
費
用

:
無
料

４
．
雨
天

:
中
止

提
供
。
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大大 大大
き
な
し
ゃ
ぼ
ん

き
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ゃ
ぼ
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き
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き
な
し
ゃ
ぼ
ん
玉玉 玉玉

私
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
軽
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
」

４
月
末
に
第
２
回
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

旧
八
束
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に

30

名
余
り
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
約
２
時
間
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
初
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
グ

ラ
ン
ド
の
広
さ
も
皆
ん
な
の
工

夫
に
よ
り
、
解
決
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
課
題
を
、
皆

ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
解
決

し
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

１
．
必
ず
保
護
者
が
付
き
添

っ
て
下
さ
い
。

２
．
ひ
も
、
フ
ー
ド
の
付
い

た
衣
服
の
着
用
は
避
け
て

下
さ
い
。
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近
年
、
富
浦
町
の
要
介
護
認
定
者
数
は
、
図
１

の
通
り
急
増
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
こ

10

年
間
で
約

7

割
増
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

富
浦
町
の

65

歳
以
上
の
人
口

(
現
在
１
８
０
０
人

弱
)
は
、
今
後
も
増
加
を
続
け
、

10

年
後
に
は
、

富
浦
町
の
人
口
の
４
割
を
超
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
要
介
護
認
定
者
数
は
、
増

え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

住
み
や
す
く
、
元
気
な
富
浦
を
目
指
し
て
、
富
浦

の
現
状
と
今
後
を
、
皆
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

県
選
手
権
大
会

県
選
手
権
大
会

県
選
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権
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会

県
選
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権
大
会
のの のの
予
選
通
過

予
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過

予
選
通
過

予
選
通
過

多くの仲間達と大房公園で、週３回グランドゴルフ

の練習に励んでいます。また他の地域の人達との交
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流戦を含め、月平

均２回の試合にも

参加しています。

これらの活動は、

とても楽しく、
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図１.要介護認定者数の推移

（要支援者数を含む）
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過
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予
選
通
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をを をを
目
指

目
指

目
指

目
指
し
て

し
て

し
て

し
て

中学生の県選手権（ソフトテニス）

が６月末に予定されています。その予

選通過を目指して、富浦中学校の生徒

達が毎日練習に励んでいます。予選の

通過ができるといいですね。

生徒達の熱気で、見ている私達も元

気が出てきます。

富
浦
の
昔

ば
な
し

～
原
の
虫
送

り
～

昔
は
ど
こ
の
集
落
で
も
田
植
え
が
終
わ
り
ま
す
と

｢
虫
送
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
農
薬
が
普
及
し
た
た
め
、

今
は
原
と
青
木
の
集
落
だ
け
し
か
行
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
は
神
仏
の
御
力
を
借
り
て
、
稲
作
の
害
虫
ウ
ン
カ

や
ズ
イ
ム
シ
を
追
放
し
よ
う
と
い
う
、
農
村
だ
け
に
伝

わ
る
民
俗
行
事
な
の
で
す
。

原
の
集
落
の
虫
送
り
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
か

と
い
い
ま
す
と
、
ク
ザ
イ
の
役
員
が
決
め
た
期
日
に
、

先
ず
、
皆
が
農
道
の
草
刈
を
行
っ
て
か
ら
氏
神
の
愛
宕

神
社
に
集
ま
り
ま
す
。
神
官
か
ら
虫
送
り
の
祈
祷
と

御
祓
い
を
受
け
る
と
、
割
り
竹
や
藁
で
作
っ
た
大
き
な

タ
イ
マ
ツ
と
虫
籠
を
持
っ
て
、
全
昌
寺
の
前
か
ら
始

め
、
(
昔
、
ク
ザ
イ
の
井
戸
が
あ
っ
た
所
だ
か
ら
と
い

う
）
集
落
中
の
稲
田
を
廻
り
、
最
後
は
岡
本
川
に
そ
の

タ
イ
マ
ツ
と
虫
籠
を
流
し
て
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。

今
は
大
人
だ
け
で
行
い
ま
す
が
、
第
二
次
世
界
大

戦
前
ま
で
は
子
供
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
か
ら

た
い
そ
う
賑
や
か
で
し
た
。
長
い
行
列
が
鉦
を
カ
ン
カ

ン
叩
き
、

「
オ
ー
ク
ン
ド
、
オ
ー
ク
ン
ド
、
イ
ネ
ム
シ
オ
ー
ク
ン

ド
。
」

と
大
声
で
歌
い
、
夜
中
ま
で
稲
田
を
廻
り
歩
い
た
の
で

す
か
ら
、
ま
る
で
お
祭
り
の
よ
う
な
騒
ぎ
だ
っ
た
わ
け

で
す
。

著
者
生
稲
謹
爾
氏

とても楽しく、

心と体の健康増

進にとても効果

的です。

皆さんも私達

と一緒に体を動

かしませんか！


